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はじめに

仕事への着手力を上げて，
生産性の高い，儲かるチームにしていこう

ビジネスを取り巻く環境の変化がますます加速し，そこにグローバル

競争が拍車をかけている状況の中で，「スピード経営」という言葉が当

たり前に使われるようになりました。

ある会社がヒット商品を出したとき，「自分たちだってそれくらいの

ことは考えていた」「うちにだって同じことができる技術はあった」と

いう声が聞かれることがあります。しかし，どのような素晴らしい発想

をしたとしても，どのような高い技術力があったとしても，それをスピ

ーディーに実現する実践力がなければ後の祭りです。

スピード経営を実現していくためには，経営者の時代を読む力と，時

代（環境）に合わせて自社の戦略を変えていく決断力が必要ですが，こ

れらだけでは十分ではありません。現場のチームが迅速に動き出し，戦

略をやり抜く組織の力がなければ，結局のところ何も変わることがない

のです。

私は，仕事をスピーディーにすすめていくためには，躊躇することな

く，すぐに取りかかることが大切だと思っています。そして，このすぐ

やる力のことを「着手力」と名付けました。

チームの着手力を上げるためには，リーダー自身の着手力とチームの

風土づくりを改革していかなければなりません。

本講座では，「すぐやるチーム」にしていくために，リーダーが何を

考え，何をしなくてはならないかについてスポットを当て，全４章にま

とめてみました。

テキストを読んで理解するだけではなく，実践を通して「すぐやるチ

ーム」づくりに挑戦していただきたいと思います。
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仕事のスピードとクオリティーを上げる
リーダーの仕事術



第１章

リーダーが磨き続けなければ
ならない能力とは

1 「経営者感覚」を持った
リーダーになろう

リーダーには「すぐやるチーム」づくりが求められている

「はじめに」の中で，グローバル競争の環境下では「スピード経営」が

求められており，その実現のためには，次の３つの力が必要だと述べま

した。

① 経営者の時代を読む力

② 時代（環境）に合わせて自社の戦略を変えていく決断力

③ 迅速に動き出し，戦略をやり抜く組織の力

最初の２つは経営者に，最後の１つは現場のチームに求められるもの

です。

③の力は，前半の「迅速に動き出す」ことと，後半の「やり抜く」こ

とに分けられます。もちろんどちらも大事ですが，前半の「迅速に動き

出す」ことができなければ何事もはじまらないでしょう。

チームのリーダーは，この部分を磨いていくことによって，「すぐや

るチーム」をつくっていかなければなりません。

「戦略」を理解し，納得感を持つ

リーダーが自分のチームを迅速に動き出すチームにするために最初に

しなければならないことは，「戦略」への高い理解と納得感を持つこと

です。

スピード経営

迅速に動き出す
やり抜く

すぐやるチーム

戦略
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人は自分が本当に理解できたこと，納得できたことだけに本気になっ

て打ち込み，力を発揮します。表面的な理解や，本音ベースでは納得で

きていないことは後回しにしたり，たとえ着手したとしても，情熱が続

かなかったりするものです。

「これからの時代をどのように読んで，この経営戦略はつくられたの

か」「自社の現状（強み・弱み）をどのように分析しているのか」など，

経営者側がその戦略を決めるに至った背景やプロセスまで理解すること

が必要です。

そのうえで，自分の言葉でその戦略をチームメンバーに伝えることが

できれば，メンバーに深い理解と納得感を与え，チーム全体が迅速に動

き出せるようになるのです。

リーダーが「経営者感覚」を持つには

経営者側の戦略思考の回路を理解することは，リーダーが役割を果た

すうえでも，自己の成長のためにもとても重要です。

リーダーであれば，日ごろから「自分が経営者側だったらどうするか」

について考える習慣を持つようにしたいものです。

＜リーダーが「経営者感覚」を持つための３つの問い＞

□ 世の中がどのように変化し，人々の求めるものがどのように変わ

っていくか

□ 自社の強みと弱みから，どのような経営戦略が考えられるか

□ 全社的な経営戦略の中で，自分のチームはどのような貢献をして

いくべきか

この３つの問いについて，日ごろ繰り返し考えているリーダーは，経

営者側の考えた経営戦略をより深いレベルで理解でき，迅速に動き出す

ことができるだけでなく，状況の変化に合わせて戦略の変更などがあっ

た場合にも，柔軟に対応することができるのです。

そして，このような問いかけが自分にできているリーダーのことを

「経営者感覚」を持ったリーダーと呼びます。

後回し 着手

経営者感覚

第１章 リーダーが磨き続けなければならない能力とは
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